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　　９月末に開催された福江みなとまつりにＪＡごとうとして参加させていただきました。今年は近年
の中で参加する子供の人数が比較的多く、昨年よりも賑やかな一団となっていたように思います。それ
とは対照的に、職員の参加者は例年よりも少なかったため、ねぶたを曳いていた職員は息も絶え絶え、
本当にきつそうでした。とはいえ、やはりそこは祭りの中での出来事。沿道からの声援や、掛け声を発

声していくうちに自然と笑顔がこぼれ、最終的にはそのきつささえも楽しんでいたように思います。
　秋は様々なイベントが開催されます。随時掲載していきますので、楽しみにして頂ければと思います。（長瀧　俊一）

施設作業員募集施設作業員募集
作業期間作業場所

３月～11月
３月～10月
12月～５月
12月～３月

育苗センター
アスパラ選果場
ブロッコリー選果場
高菜加工施設

詳細は本店 農産園芸部までお問い合わせください。
☎0959-72-6214

WEB年金相談会のお知らせWEB年金相談会のお知らせ
年金についてのお困りごとを
社会保険労務士へ相談してみませんか？
開  催  日　毎月第２水曜日（祝日の際は翌営業日）
開催時間　1）09：00～09：50　2）09：50～10：40
　　　　　3）10：40～11：30　4）11：30～12：20

詳細は本店金融部までお問合せ下さい
☎0959-72-6212

住所：〒853-0041　五島市籠淵町2450番地１
電話：0959-88-9933　FAX：0959-88-9922
営業時間：9時～18時30分
            　9時～19時（7・8月）
※農家レストランは10時30分～14時（予約については別途）
休業日：棚卸日（9/末、3/末）　年始（1/1・2・3）

子牛の計量を済ませ、せり会場に向かう生産者（山口雄也さん）【五島家畜市場】

※相談にあたっては事前のお申込みが必要です。

去勢が6％上げ平均価格も上昇
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女性農業者のみなさんへ

「終身年金」で、女性の長い老後をしっかりサポートします。
家族経営協定を結べば保険料の国庫補助も受けられます。
女性の農業経営への参画をしっかり応援します。
税制面で大きな優遇措置

ポイント1

ポイント2

ポイント3

老後生活
への備えは

十分ですか
？農業者年金は今のあなたと

老後のあなたを応援します
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去勢が 6％上げ平均価格も上昇
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令
和
６
年
９
月
期
の
せ
り
市
が

９
月
13
日
と
14
日
、
五
島
家
畜
市

場
で
開
か
れ
、
生
産
者
１
７
０
戸

が
６
３
１
頭
（
子
牛
５
８
７
頭
、

成
牛
44
頭
）
を
上
場
し
ま
し
た
。

　
２
日
間
の
結
果
は
、
メ
ス
が
わ

ず
か
に
下
げ
た
も
の
の
去
勢
が
６
・

５
％
上
げ
た
こ
と
で
、
子
牛
の
平

均
価
格
は
、
３
・
６
％
上
げ
の
49

万
９
８
３
１
円
と
な
り
前
回
と
比

べ
１
万
７
５
７
１
円
上
げ
ま
し
た
。

　「
下
が
る
と
覚
悟
し
て
い
た
の

で
、 少
し
で
も
上
げ
て
く
れ
た
こ
と

で
ほ
っ
と
し
て
い
る
」
と
、
せ
り

を
終
え
た
生
産
者
も
笑
顔
を
浮
か

べ
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
の
担
当
者
は
、「
全
国
的
に

相
場
が
下
げ
基
調
の
厳
し
い
状
況

の
中
で
嬉
し
い
誤
算
」
と
、
安
堵

を
口
に
す
る
一
方
で
「
管
内
で
は

最
近
、
牛
の
死
亡
事
故
が
増
え
て

い
て
心
配
し
て
い
る
」
と
話
し
ま

す
。

　
事
故
の
増
加
は
、
今
年
６
月
か

ら
顕
著
に
な
っ
て
お
り
、
重
い
病

気
や
老
衰
な
ど
避
け
ら
れ
な
い
原

因
を
除
き
、
中
に
は
管
理
不
十
分

で
亡
く
す
案
件
も
見
受
け
ら
れ
る

と
言
い
ま
す
。

　「
い
つ
枝
肉
相
場
が
持
ち
直
す
か

も
分
か
ら
な
い
中
で
、購
買
者
に
は

前
回
よ
り
高
く
買
っ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。生
産
者
に
は
、牛
を
病

気
か
ら
守
り
死
亡
さ
せ
な
い
よ
う

入
念
な
飼
養
管
理
に
時
間
を
と
っ

て
も
ら
い
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

９月13日、五島市の出口太新市長
が五島家畜市場を訪れ、就任後初
めて開かれた牛のせり市で畜産農
家を前に「ふるさと五島の農業を
発展させるため尽力する」旨挨拶
しました。市長が強みとする「国と
のパイプ・人脈」を活かした五島農
業の未来に皆が期待しています。
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　五島甘藷生産組合は、令和
６年産甘藷の収穫期を前にし
た９月４日、出荷協議会と目
揃い会を本店で開きました。
　４月から６月にかけて苗
を定植した後、日照りと干ば
つに見舞われた本年産の甘
藷は、玉太りが例年より１週
間ほど遅れ、組合代表の山内

清一さんは「収穫量は昨年よ
り２割ほど減少する」と予想
しています。（株）丸捉営業部
の山本伊知朗氏は「全国各地に
芋の生産地が急増し供給過多
が続く現状で、味や品質をア
ピールすることが大事」と高評
価の五島の芋を自信をもって
作ってほしいと話しました。

　米の検査は、国の認可を受
けたＪＡをはじめとする「登
録検査機関」で、専門的な知識
と技術で正確な検査を行う検
査員によって、品質と安全性
が確認され等級（１等～３等）
が決定されます。
　農林水産省が、令和２年度
産米の検査から穀粒判別器の
活用を可能とする鑑定方法を
改正したのを受けて、ＪＡご
とうでは、令和６年産米の検
査から穀粒判別器を導入し試
用しています。
　導入した穀粒判別器は、う
るち米専用で、トレイに1000
粒ほどの玄米を広げ器械に入
れると、約40秒ほどで判定可
能。結果は専用の用紙に測定

粒数や整粒割合のほか着色粒
や未熟粒などの項目ごとに粒
数と割合が印字されて出てき
ます。
　食用米の品位を表す等級は
主に整粒、形質、水分の各項目
の割合や状態で鑑定されます
が、米粒の形や色、病気や虫の
被害などは、これまで目視に
よる鑑定が行われてきまし
た。
　ＪＡの検査員は「カルトン
に入れた約800粒の玄米をひ
と粒残らず目視で鑑定するに
は10分はかかる」と器械の速
さに驚く一方で「現段階では
判別器の結果はあくまでも参
考データで、今後、検査数をこ
なし検証する」としました。

　契約甘藷部会は９月９日、
出荷協議会を本店で開き、甘
藷の生育状況や出荷計画につ
いて協議。続けて目揃い会を
行い、出荷規格を確認し全員
で共有を図りました。
　今年は、部会員24名が面積
15.6㌶を栽培。契約先の（株）福
岡ソノリクの園田壽俊社長は
「今年はぜひ500㌧超えの出荷
を目指してほしい」と期待を
寄せました。
　しかし、この夏の猛暑と干
ばつで芋の生育が遅れている

ことに亀山光孝部会長は「例
年よりやや小ぶりで今後の雨
次第」と話し、収穫量に不安を
見せつつ「品質の良い芋を出
荷してスムーズな取引を願っ
ています」と話しました。

　同月中旬に収穫が始まり、
19日に初出荷を迎えた部会
は、崎山支店の集荷所で福岡ソ
ノリク所有の大型トラックに
甘藷が積み込まれると、部会員
らが手を振って見送りました。

　本年産の出荷を７月15日で
終えたＪＡごとうほめられか
ぼちゃ部会は９月18日、本店
で出荷反省会を開きました。
　会の冒頭、出席した取引先
のMVM商事（株）の山口純子取
締役は「関東の大手スーパー
でも五島産かぼちゃは大変好
評を得ている」と話し、「高品
質に加え早期出荷にも努めて
頂いた」と感謝を述べました。
また、「現在、６月の販売をメ
キシコ産から国産中心の販売
に力を入れている」として
「MVMは、五島産かぼちゃを販

売する準備は整っている」と
激励しました。
　本年度、部会員が３名増え
23名に、栽培面積も80㌃増え
10.８㌶となった部会の総出荷
量は156㌧。
　ＪＡの担当者は「苗を定植
した３月の霜害、５月の降雨
による着果不良に加え、うど
んこ病が蔓延したことで、「ほ
められ率」の低下と収量減少

が心配されたが、部会員の努
力で大幅な減少はなかった」
と振り返りました。
　こうした厳しい環境の中で
も、本年産の「ほめられ率」は
81.8％と昨年65.1％から大幅
に向上しています。
　大谷豊部会長は「私たち部
会員は今年、３つのグループ
に分かれ、それぞれ圃場に出
向いて研修会を重ねてきた。

そのことが栽培技術を共有さ
せ、ほめられ率向上への関心
を強くした」と話します。
　部会では、栽培面積20㌶、出
荷量250㌧を目標に取り組ん
でおり、部会への新規加入者
を募集しながら、全員が栽培
技術を磨き、反収の向上に努
めていくとしています。
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次代を担う子供たちに伝え続けることが大切

ＪＡごとう青年部/富江支部/食農教育活動 そば種まき

●盈進小学校が３０年ほど前から年末に開催している『盈進まつり』では、地元住民を招いて様々な

イベントを通じて交流し絆を深めています。 青年部活動

そばの種まきを前に意気込みを見せる盈進小学校のみなさん

全員で元気よく種をまいていきました

青
年
部
員
か
ら
種
を
受
け
取
る
児
童

種
ま
き
が
終
わ
る
と
青
年
部
員
が
ト

ラ
ク
タ
ー
で
土
を
被
せ
て
い
き
ま
す

紙
コ
ッ
プ
に
入
っ
た
そ
ば
の
種

　
Ｊ
Ａ
ご
と
う
青
年
部
富
江
支

部
は
９
月
６
日
、「
食
農
教
育
」

の
一
環
と
し
て
盈
進
小
学
校
の

５
、
６
年
生
の
児
童
13
名
と
そ

ば
の
種
ま
き
を
行
い
ま
し
た
。

農
作
業
を
通
し
て
「
食
」
を
支

え
る
農
業
に
対
す
る
知
識
と
理

解
を
深
め
て
も
ら
お
う
と
毎
年

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
青
年
部
員
が
事
前
に
耕
し
た

約
15
㌃
の
畑
に
集
ま
っ
た
児
童

ら
は
、
部
員
か
ら
説
明
を
受
け

る
と
、
横
一
列
に
並
び
一
斉
に

作
業
を
開
始
。
初
め
て
体
験
す

る
５
年
生
は
、
上
級
生
か
ら
優

し
く
教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
楽

し
そ
う
に
種
を
ま
い
て
い
き
ま

し
た
。

　
種
を
ま
き
終
わ
る
と
、
部
員

が
ト
ラ
ク
タ
ー
で
土
を
被
せ
作

業
は
終
了
。
児
童
ら
は
「
ど
れ

ぐ
ら
い
で
芽
が
出
る
の
か
な
」、

「
お
い
し
い
そ
ば
を
食
べ
る
の
が

楽
し
み
」
と
笑
顔
で
話
し
、
11

月
の
収
穫
に
期
待
を
寄
せ
て
い

ま
し
た
。

　
青
年
部
員
は
「
次
の
時
代
を

担
う
子
供
た
ち
に
伝
え
続
け
る

こ
と
は
と
て
も
大
切
な
こ
と
」

と
し
な
が
ら
も
「
青
年
部
の
盟

友
も
年
を
重
ね
、
数
も
減
っ
て

い
く
中
で
、
い
つ
ま
で
続
け
て

い
け
る
の
か
」
と
不
安
を
口
に

し
ま
し
た
。

　
盈
進
小
学
校
で
は
、
30
年
ほ

ど
前
か
ら
11
月
末
に
『
盈
進
ま

つ
り
』
を
開
き
、
お
年
寄
り
を

講
師
に
招
い
て
、
親
子
で
そ
ば

打
ち
を
楽
し
ん
で
お
り
、
部
員

は
「
こ
う
い
う
取
り
組
み
も
長

く
続
け
て
い
け
る
よ
う
願
っ
て

い
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

福江みなとまつりに
　 ＪＡごとうが参加しました
福江みなとまつりに
　 ＪＡごとうが参加しました

9 月 28 日、ＪＡごとうの若手職員が
福江みなとまつりにねぶたの曳き手
として参加しました。
熱気に包まれアーケードの中を、Ｊ
Ａ職員が大きな声を張り上げながら
五島牛の神輿やねぶたを曳き、祭り
を盛り上げるべく奮闘しました。
職員の子供たちも参加し、沿道の観
衆にお菓子やノベルティを配布し、
観衆を笑顔にしていました。

懸命にねぶたを曳く若手職員たち懸命にねぶたを曳く若手職員たち

参加した子供らと記念写真参加した子供らと記念写真 今年も大活躍の五島牛型神輿今年も大活躍の五島牛型神輿

子どもに大人気のごとうさん子どもに大人気のごとうさん 地域の皆さまへＪＡごとうをアピール地域の皆さまへＪＡごとうをアピール
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３
回
目
と
な
る
「
島
空
マ
ル

シ
ェ
」
が
９
月
７
日
、Ｊ
Ａ
ご
と
う

産
直
市
場
「
五
島
が
う
ま
い
」
前

広
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
で
は
、
扇
風
機
を
設
置
し

て
暑
さ
対
策
が
施
さ
れ
る
な
か
、

美
味
し
い
食
べ
物
の
出
店
や
キ
ッ

チ
ン
カ
ー
が
並
び
ま
し
た
。

　
今
回
、
初
め
て
参
加
し
た
五
島

市
消
防
本
部
と
五
島
警
察
署
の

ブ
ー
ス
で
は
、
最
新
鋭
の
は
し
ご

車
や
救
急
車
、
パ
ト
カ
ー
な
ど
を

展
示
。
訪
れ
た
子
供
た
ち
は
、
目

を
輝
か
せ
な
が
ら
日
頃
触
れ
る
こ

と
の
な
い
車
両
に
乗
り
込
む
と

様
々
な
質
問
を
投
げ
か
け
、
署
員

ら
も
優
し
く
答
え
て
い
ま
し
た
。

　「
島
空
マ
ル
シ
ェ
」
は
毎
月
第
１

土
曜
日
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

　「ＪＡ共済小・中学生書道コ
ンクール」の審査会を９月11
日、本店にて開催しました。
　管内の小・中学校33校から
2366作品が応募され、学年ご
とに半紙と条幅の２部門から
それぞれ入賞作品が選ばれま
した。
　長年、学校教育に携わられ
た３名の有識者を招いて行わ
れた審査では、「いずれの作品
も素晴らしく、文字の美しさ

もさることながら、心を込め
て書いているのが伝わってき
て圧倒されました」と審査員
も絶賛。「豊かな心を育む書道
に親しむ子供が増えるために
も当コンクールの継続を望み
ます」と話しました。
　今回の入賞作品は、県コン
クールに出品されるほか、11
月に開催される「ＪＡごとう
農業まつり」でも展示されま
すので、ぜひご覧ください。

　ＪＡごとう青色申告会は
９月20日、本店で役員総会を
開き、令和６年度の事業計画
等について協議しました。
　昨年10月にスタートした
インボイス制度も相まって、
組合員の「税」への意識も高
まり、税制を知ることで節税
も見込めるとして会員数も
増加。本年度は267名が登録
されています。
　本会では、研修会等を重ね
確定申告書作成支援に向け
た準備を進めていきます。

選択

女性部活動

ＪＡごとう女性部本部役員会議

下期の取組に向けた協議を行う下期の取組に向けた協議を行う

　
Ｊ
Ａ
ご
と
う
の
女
性
部
は
９
月
12
日
、

本
部
役
員
会
を
開
き
、
令
和
６
年
度
上
半

期
の
女
性
部
活
動
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、

下
半
期
の
活
動
計
画
に
つ
い
て
協
議
を
行

い
ま
し
た
。

　
下
半
期
の
活
動
と
し
て
、
長
崎
県
下
の

女
性
部
を
対
象
に
行
わ
れ
る
各
種
大
会
へ

の
参
加
計
画
、
農
業
ま
つ
り
へ
の
参
加
計

画
（
軽
食
バ
ザ
ー
）、
毎
年
12
月
に
各
支
店

の
女
性
部
支
部
で
行
わ
れ
る
支
店
協
同
活

動
に
つ
い
て
、
女
性
部
役
員
へ
の
慰
労
と

親
睦
や
意
欲
促
進
を
目
的
と
し
た
役
員
研

修
旅
行
な
ど
に
つ
い
て
協
議
。

　
Ｊ
Ａ
ご
と
う
女
性
部
は
、
今
後
も
３
つ

の
重
点
実
施
事
項
で
あ
る
「
つ
な
が
ろ
う
」

「
ま
も
ろ
う
」「
か
か
わ
ろ
う
」を
理
念
と
し
、

地
域
の
農
業
と
食
文
化
を
守
る
活
動
を
通

し
て
、
豊
か
で
暮
ら
し
や
す
い
地
域
社
会

の
実
現
に
向
け
、
様
々
な
活
動
に
取
組
ん

で
い
き
ま
す
。

挨拶をする前田部会長

役員会議のようす 協議を行う女性部員たち

ごとう 8ごとう9



　
３
回
目
と
な
る
「
島
空
マ
ル

シ
ェ
」
が
９
月
７
日
、Ｊ
Ａ
ご
と
う

産
直
市
場
「
五
島
が
う
ま
い
」
前

広
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
で
は
、
扇
風
機
を
設
置
し

て
暑
さ
対
策
が
施
さ
れ
る
な
か
、

美
味
し
い
食
べ
物
の
出
店
や
キ
ッ

チ
ン
カ
ー
が
並
び
ま
し
た
。

　
今
回
、
初
め
て
参
加
し
た
五
島

市
消
防
本
部
と
五
島
警
察
署
の

ブ
ー
ス
で
は
、
最
新
鋭
の
は
し
ご

車
や
救
急
車
、
パ
ト
カ
ー
な
ど
を

展
示
。
訪
れ
た
子
供
た
ち
は
、
目

を
輝
か
せ
な
が
ら
日
頃
触
れ
る
こ

と
の
な
い
車
両
に
乗
り
込
む
と

様
々
な
質
問
を
投
げ
か
け
、
署
員

ら
も
優
し
く
答
え
て
い
ま
し
た
。

　「
島
空
マ
ル
シ
ェ
」
は
毎
月
第
１

土
曜
日
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

　「ＪＡ共済小・中学生書道コ
ンクール」の審査会を９月11
日、本店にて開催しました。
　管内の小・中学校33校から
2366作品が応募され、学年ご
とに半紙と条幅の２部門から
それぞれ入賞作品が選ばれま
した。
　長年、学校教育に携わられ
た３名の有識者を招いて行わ
れた審査では、「いずれの作品
も素晴らしく、文字の美しさ

もさることながら、心を込め
て書いているのが伝わってき
て圧倒されました」と審査員
も絶賛。「豊かな心を育む書道
に親しむ子供が増えるために
も当コンクールの継続を望み
ます」と話しました。
　今回の入賞作品は、県コン
クールに出品されるほか、11
月に開催される「ＪＡごとう
農業まつり」でも展示されま
すので、ぜひご覧ください。

　ＪＡごとう青色申告会は
９月20日、本店で役員総会を
開き、令和６年度の事業計画
等について協議しました。
　昨年10月にスタートした
インボイス制度も相まって、
組合員の「税」への意識も高
まり、税制を知ることで節税
も見込めるとして会員数も
増加。本年度は267名が登録
されています。
　本会では、研修会等を重ね
確定申告書作成支援に向け
た準備を進めていきます。

選択

女性部活動

ＪＡごとう女性部本部役員会議

下期の取組に向けた協議を行う下期の取組に向けた協議を行う

　
Ｊ
Ａ
ご
と
う
の
女
性
部
は
９
月
12
日
、

本
部
役
員
会
を
開
き
、
令
和
６
年
度
上
半

期
の
女
性
部
活
動
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、

下
半
期
の
活
動
計
画
に
つ
い
て
協
議
を
行

い
ま
し
た
。

　
下
半
期
の
活
動
と
し
て
、
長
崎
県
下
の

女
性
部
を
対
象
に
行
わ
れ
る
各
種
大
会
へ

の
参
加
計
画
、
農
業
ま
つ
り
へ
の
参
加
計

画
（
軽
食
バ
ザ
ー
）、
毎
年
12
月
に
各
支
店

の
女
性
部
支
部
で
行
わ
れ
る
支
店
協
同
活

動
に
つ
い
て
、
女
性
部
役
員
へ
の
慰
労
と

親
睦
や
意
欲
促
進
を
目
的
と
し
た
役
員
研

修
旅
行
な
ど
に
つ
い
て
協
議
。

　
Ｊ
Ａ
ご
と
う
女
性
部
は
、
今
後
も
３
つ

の
重
点
実
施
事
項
で
あ
る
「
つ
な
が
ろ
う
」

「
ま
も
ろ
う
」「
か
か
わ
ろ
う
」を
理
念
と
し
、

地
域
の
農
業
と
食
文
化
を
守
る
活
動
を
通

し
て
、
豊
か
で
暮
ら
し
や
す
い
地
域
社
会

の
実
現
に
向
け
、
様
々
な
活
動
に
取
組
ん

で
い
き
ま
す
。

挨拶をする前田部会長

役員会議のようす 協議を行う女性部員たち

ごとう 8ごとう9



ごとう 10ごとう11

令
和
六
年
度 

第
六
回
理
事
会

令
和
六
年
九
月
二
十
七
日
㈮
開
催

議
案
事
項

1
報
告
事
項

2 次
第

議
案
№
１
　
貸
付
金
（
農
林
中
央
金
庫
へ
の
期
限
付
劣
後
ロ
ー
ン
）
の
審
査
に
つ
い
て
　

※

可
決
・
承
認
さ
れ
た

議
案
№
２
　
信
用
事
業
方
法
書
（
内
国
為
替
取
引
）
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

※

可
決
・
承
認
さ
れ
た

議
案
№
３
　
取
引
の
リ
ス
ク
評
価
書
定
例
改
正
に
つ
い
て 

※

可
決
・
承
認
さ
れ
た

議
案
№
４
　
固
定
資
産
の
取
得
に
つ
い
て 

※

可
決
・
承
認
さ
れ
た

議
案
№
５
　
出
資
金
の
減
口
に
つ
い
て 

※

可
決
・
承
認
さ
れ
た

議
案
事
項
　
そ
の
他

報
告
№
１
　
主
な
事
業
経
過
と
行
事
予
定
に
つ
い
て

報
告
№
２
　
主
要
事
業
８
月
末
計
画
と
実
績
に
つ
い
て

報
告
№
３
　
産
直
市
場
「
五
島
が
う
ま
い
」
８
月
末
実
績
に
つ
い
て

報
告
№
４
　
令
和
６
年
８
月
末
食
肉
販
売
実
績
に
つ
い
て

報
告
№
５
　
令
和
６
年
９
月
期
五
島
家
畜
市
場
成
績
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

報
告
№
６
　
令
和
６
年
８
月
〜
９
月
期
県
内
家
畜
市
場
市
況
に
つ
い
て

報
告
№
７
　
優
良
和
子
牛
生
産
推
進
支
援
交
付
金
・
生
産
者
補
給
金
対
象
外
牛
に
か
か
る

補
償
金
の
支
払
い
に
つ
い
て

報
告
№
８
　
令
和
６
年
度
上
地
区
宝
飾
品
展
示
会
「
麗
宝
展
」
の
実
績
に
つ
い
て
　

報
告
№
９
　
Ｊ
Ａ
事
業
運
営
モ
デ
ル
の
更
新
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

報
告
№
10
　
体
制
整
備
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
実
施
結
果
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

報
告
№
11
　
固
定
資
産
入
札
結
果
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

報
告
事
項
　
そ
の
他
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催
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付
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績
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３
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績
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４
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績
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５
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績
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６
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９
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７
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付
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８
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６
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更
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編 集
後 記

　　９月末に開催された福江みなとまつりにＪＡごとうとして参加させていただきました。今年は近年
の中で参加する子供の人数が比較的多く、昨年よりも賑やかな一団となっていたように思います。それ
とは対照的に、職員の参加者は例年よりも少なかったため、ねぶたを曳いていた職員は息も絶え絶え、
本当にきつそうでした。とはいえ、やはりそこは祭りの中での出来事。沿道からの声援や、掛け声を発

声していくうちに自然と笑顔がこぼれ、最終的にはそのきつささえも楽しんでいたように思います。
　秋は様々なイベントが開催されます。随時掲載していきますので、楽しみにして頂ければと思います。（長瀧　俊一）

施設作業員募集施設作業員募集
作業期間作業場所

３月～11月
３月～10月
12月～５月
12月～３月

育苗センター
アスパラ選果場
ブロッコリー選果場
高菜加工施設

詳細は本店 農産園芸部までお問い合わせください。
☎0959-72-6214

WEB年金相談会のお知らせWEB年金相談会のお知らせ
年金についてのお困りごとを
社会保険労務士へ相談してみませんか？
開  催  日　毎月第２水曜日（祝日の際は翌営業日）
開催時間　1）09：00～09：50　2）09：50～10：40
　　　　　3）10：40～11：30　4）11：30～12：20

詳細は本店金融部までお問合せ下さい
☎0959-72-6212

住所：〒853-0041　五島市籠淵町2450番地１
電話：0959-88-9933　FAX：0959-88-9922
営業時間：9時～18時30分
            　9時～19時（7・8月）
※農家レストランは10時30分～14時（予約については別途）
休業日：棚卸日（9/末、3/末）　年始（1/1・2・3）

子牛の計量を済ませ、せり会場に向かう生産者（山口雄也さん）【五島家畜市場】

※相談にあたっては事前のお申込みが必要です。

去勢が6％上げ平均価格も上昇
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女性農業者のみなさんへ

「終身年金」で、女性の長い老後をしっかりサポートします。
家族経営協定を結べば保険料の国庫補助も受けられます。
女性の農業経営への参画をしっかり応援します。
税制面で大きな優遇措置

ポイント1

ポイント2

ポイント3

老後生活
への備えは

十分ですか
？農業者年金は今のあなたと

老後のあなたを応援します

12


